「八屋祇園の歴史検証」

毎年4月29日に「汐かき」（汐掛け）を行い「山車」を清め、そして神様を迎える準備を行い（元々は「住吉浜」（八尋浜）にて汐を汲み、又は汐に入れて清めていたが、文明開化と共に「日豊本線」（明治30年開通）の開通と共により現在の「お旅所」（通称「神事場」）にて執り行うようになる）同4月30日に「お下り」（大富神社祭神がお旅所まで下って来る事）をお迎えする。
その「神社行列」（通称「笠鉾行列」）を「八屋の各地区の氏子がお迎えする」の通過後、各地区の山車が行列最後尾からお供をして「お旅所」に終結する。
そして翌日５月１日に「お立ち」の儀式を執り行い「大富神社祭神」と「神社行列」は「大富神社」へお帰りになる。（正式には「大富神社の神幸祭」が名称であり、その場合の日程は4月30日と5月1日の2日間である。「八屋祇園」とは通称であり現在では一般的名として有名である、又その場合の日程は4月29日の「汐かき」からを含め3日間とする）
尚、この「大富神社春季神幸祭」とは天平12年（西暦740年）「藤原四氏」の一人「広嗣」が、北九州に大乱を起こした時、鎮圧軍（朝廷軍大将軍大野東人・副将軍紀飯麻呂1万7千人）の武将の1人「紀の宇麻呂」が、大富神社に戦勝祈願をして出陣した処、見事長崎の松浦で「広嗣」の首を挙げる事が出来た際に功績があったので、帰還後、戦勝報告とお礼を兼ねて大富神社より住吉まで凱旋行列を行い、この地に御輿の仮安置所を建立したのが初めとされ、神幸行列はそれを模したものとされる。
この様に「大富神社春季神幸祭」は全国でも古く格式のある伝統文化ではあるが「八屋祇園」としては現在の所、その歴史については検証が出来ていない。

ただ最近の調べでは友枝手永大庄屋日記（天保15年1844年）によれば、山車で浄瑠璃を演じたことや、船車、踊り車の記載が見られ「大富神社文献」にも「江戸時代に鉾４基が神社行列のお供をする」（八屋の長老の中には昔は山鉾は4基出ていたとか下町にも山鉾があったのを子供の頃に祖父に教えられて山の柱で見て覚えているなど証言が色々出てきている）とかかれている物が見付かり、又「上町区」には現在も「文化」（西暦1800年初期）の添え書きのある「通称 額（がく）」が残っており「本町区」にも「天保11年」（西暦1840年）の山鉾に使用したとされる年を記載した「道具箱」が残っております。
それらから「1800年」当時には「山鉾」が存在した事は「文献」「物証」両方から判っており、その前については、今の所は判っていません。（但し「西暦740年」の「大富神社春季神幸祭」の始まりからでは無い事だけは判明しており、一時途切れていた大富神社神幸祭が再度行われるようになった1600年頃以降であるかと。「京都の祇園さん」が全国の「祇園文化」の始まりである事から京都よりも先に始まるはずは無いので。）
「八屋祇園の各山車」で「山鉾」のルーツも諸説色々なのですが「文化は上方から」と考えると「博多山笠」や「戸畑祇園山笠」や「苅田山笠」や「豊津」「犀川」「田川川渡り神幸祭」等、原型を同じくするか若しくは同系である山車が多く見られ、逆に下り方面には「山鉾」型は存在しないか少ない事からもルーツは上り方面と考える。（ここでは「山鉾」と書き出しているが他の地区では「山笠」と呼ばれる事が多い、ただ前述の「京都発祥」とするならば「鉾」であると考え、そして「大富神社」に残される「明治41年撮影寄贈」の「横町山車写真」（旧名、現在の本町区）にも「山鉾」と書かれてあるので現在使用しております）
そして「踊車」であるが「中津祇園」などの資料からも「中津」からの売却か寄贈が始まりとされる事から「明治」から「大正」時代に掛けて始まった物と考えていました・・・
「前川区」は「中津殿町」から売却され近年新築。「下町区」は「中津川端町」から売却同じく近年新築。「八幡町」は現在も判っていません。

（大正時代からとは大富神社の記録上でも確認されており「中津諸町」では？と言われています）
しかし近年の友枝手永大庄屋日記（天保15年1844年）によれば、山車で浄瑠璃を演じたことや、船車、踊り車の記載が見られる事から少し違った側面から継続して調べる必要があるように思えます。

近隣の「宇島祇園」は文政9年（1826年）に始まった事が記録上確かなようなので、こちらを参考にした方が賢明に思えます。
そして難解の「大船」（住吉丸）ですが「中津祇園研究会」なる団体の検証では「中津祇園から説」なる物が有りますが、こちらは確かな「物証」も「文献」も有りません（但し「中津祇園文献」では現在の「下正路町舟車」が昔は当「大舟」の形で有ったと思われると言っていますが、真意は不明？ですが「豊後高田市」の「ホーランエンヤ祭り」に同形の「お座船」があるとの事です）現状の古き方々に聞いても「大舟」は「祭りを執り行う重要なる山車」と言い「神様を向かえ乗せて運ぶ船」だと言われます。
その後の調べで「大船」に使われる「住吉丸」の名ですが「地名の住吉」では無く（この住吉区の地名も新しい名前のようで、その前は八広町・八尋町と呼ばれていたそうで・・・）
大富神社に祭られる「住吉様」であるようです。この「住吉様」は昔から「海」「海上」

「船」の神様として、そしてなにより「住吉神社」に代表される「祇園祭の神」である事から「お船」が祇園の中心である事が明確となって来ました。
（しかしこの祇園社については神社から明確に当地の祭神としては一切関係ないとの事です）
尚、当方の独自の調べでは「お船」の形状について日本で唯一の海洋史・船の専門機関である「船の交通科学館」に「お船」のあらゆる写真を提出し鑑定して戴いた結果、旧古来より使われている「関船の一種である早船である」「この船は室町前から江戸中期まで使用されていた軍船との事、そしてこのような祭りで使う事は大変珍しい」と返信が来ました。

これは何を意味するかと言うと当方の独自調査では祭りに使われる「船」形状の山車にはあるパターンがあり、一つには「関船」と言われる形。
（これは主に「御座船」と言われる「殿様」を乗せる事を目的と「豪華絢爛」に装飾を催す事が多い、大名に関係した祭りや商業地で栄えた都会に多い）
次に「唐船」と言われる「中華思想？」の形。（長崎や唐津等で見かける開国文化的な物が多い）そして「漁船」と言われる形。（これは海の祭りに最も見かける漁師が海の恵みに感謝する祭りや放生会に多い）
この３つのパターンに嵌らない形である。これこそが「神幸祭」の起源である紀氏が海や船の関係する士族であった事を祭った特徴であると思われる。（ちなみにもう一つの少数形状である「神船」も有る、こちらは「神様」を乗せる事のみを目的としている）
又、近年「日本家系図学会理事(紀氏のルーツ研究会) より、紀氏のルーツ 紀氏の系図は「中納言・従三位」武内宿禰>>>紀宇麻呂 紀氏は瀬戸内海を中心に海運で交易をした氏族で、名前にも船の付く人物が多々おり、後年、河野水軍が発達しますが、これは紀氏と同族の越智氏の一族です・・・」（中略） この様に水軍に関係深い人物であった為、当「大舟」の原型になったものと推測される、そして別の方面からの情報だが八屋の個人郷土史家である森竹氏（元新聞社）が独自に長年調べて来た資料類を纏めたものだが「当地を統治していた山田の殿様（山田常陸介、宇都宮氏庶家）は大変交易で富を築いた方で八尋浜にて荷物の貿易を行っており好んで多用した舟こそ早舟であった、そして大富神社にも地元である事は勿論、多大なる貢献をした人物であるから住吉丸を寄贈とか後世の方々がこれにあやかって神格化した物では？と・・・
ここで少し疑問を整理したい。紀氏が統治していて藤原の乱でも功績のあった殿様が何故に国東に出て行って貿易に進んだのか？
（勿論、その後に成功して多大な巨を築き宇佐神宮にも大変貢献したそうだが・・・）
そしてこの時代に統治者が変わる場合は戦争もしくは殿様が逃げたとしても領民は黙って何も言わずに次の統治者に従ったのか？この辺の記録が全く出ない！この後の宇都宮氏の統治時代にペテン師黒田如水が入ろうとした時は大変な戦争が起こって最後は黒田が正攻法では勝ち目は無い！と嘘の挙式を行って騙し討ちして統治した地なのに・・・何故だろう？

と、ここで紀氏について調べて見た。時は藤原政権時代、藤原氏と言えば政治の中枢である由緒正しき家柄である、当時の群雄割拠の時代に政治を掌るには武力の必要もあるように思える、そこでペアを組んで国内を統治していたのが紀氏一族である。
その証拠に当時の国内のあらゆる場所や内容で紀の苗字名が出てくる出てくる・・・
詳細については先の日本家系図学界のHPでも参照下さい。
本当に凄く広範囲で出てくる武門の誉れです。

別な方面ですが私が懇意にさせて頂いている関東は房総の祭りで「安房節」さんと「濱四」さんらとの情報のやり取りでも「紀氏」が関東でも色々な場面で関係している事が判明しています。元々は「舟歌が房総と似ているが？」との先方からの問合せが発端です。
確かに房総と言えば藤原・宇都宮とも関係の深い土地柄です、そこに紀氏の影響があっても不思議ではありません。向こうから流れ着いて始まったかも知れないし・・・逆かも・・・？
と、話を戻して考えて見ると「紀氏」＞「宇都宮氏」は奪い取ったとかでは無い、凄く普通に交代したのではないかと思われる。流れを同じにしていれば当たり前かも・・・

だから宇都宮氏統治時代に領民も愛して愛されたからこそ、黒田何某が入って来た時の大きな騒動になったのだと思う。（紀氏はその後に国東で貿易を始めたそうだが落ち延びて着いた話も無いし、仕返しなどの話も何も出て来ない）
以上が現在、私の知る限りの「八屋祇園」及びその他の検証内容です。

現在の「八屋地区」が古来より「祭り」を執り行う程の「集落」であったかは疑問ではありますが（これは昔から言われているのですが旧八屋には人が殆ど住んで居なかったのでは？江戸時代の豊前街道の絵巻にも民家はまばらにしか載っていない！だそうですが当時の地図の書き方は今のゼンリン地図とは全く違って要所要所の目立つ物や重要な物だけを簡略化して記載しているので余り意味は無いかと・・・）全国「八幡宮」の総本山である「宇佐神宮」との縁が深い（姉妹関係？）事から、その「神事」はかなり格式が高いのでは？と個人的には思っております。この地域でも最も古く宇佐八幡宮の元宮とも言われる原始八幡神顕現金富八幡宮においてもこの神幸祭については別格で扱われているようで、旧勢力時代では（江戸の前）豊前国は「紀の宇麻呂」を始め豪族「宇都宮」氏など「京都郡」（現在の）が中心で有った事から上りの文化を引き継いでいると考えられます。
但しその後の天下泰平期に入り「黒田」氏の豊前国平定後「中津」が中心となり「中津祇園文化」が流れて来たのでは？と推測されます。

もう一つ疑問は「祇園」とは「祇園社」（神社の事）の祭りであるはずですが「豊前」には「祇園社」が無い事（大富神社は前述の宇佐神宮と同じく「八幡宮」なので）が気がかりではあります。そして他の「山笠」を始め「祇園祭」では色々な行事・伝承などが行われているが「八屋」には少ない事（有名な行事では「博多山笠」の男集が海に入り身を清めるや「汐かき」から２週間を神事とするなど）など、もう少し検証を続ける事が大事だと思います。
ｂｙ八屋の暴れん坊！です。
追　伸

私の疑問への旅の始まりは一つのネット上での書き物でした・・・
それは遷都1000年で沸く（例の千都君で賑わした）奈良県文化庁が書き記した文章を見つけた事から始まります。平城京の発掘調査中に出て来た遺物の事について調べた文章に「藤原の乱で朝廷が直接謁見して謝辞を述べ褒美を与えたと記述が残っている、この地方の名も無い者が何故だ？」見たいな記述を偶然見つけたのが始まりです。

別に普通に考えると「頑張ったな！褒美をやろう！」ですが、ここは軍事オタクの私の考えを入れると・・・笑　
通常、戦など功績のあった物には褒美が必ず付きます。

しかし褒美を与える役目は相手に合わせて上下します。余程戦局を左右させる出来事を行なった者なら少しは違いますが分相応の相手が労いの役目を追います。

朝廷自ら行うと言う事は、普通に考えても余程の内容か身分で無いと・・・

（先日の何処かの幹事長が60年の歴史しか無い嘘国家のトップでもないチンピラを謁見させたのとは話が全く違いますから・・・）

考えて見ても合点が行きません。
今の時代の価値観なら「なぜ？別に良いじゃん！」

「頑張ったんだろ？」となりますが戦前以前に話しです。近づく事さえ出来なかった時代。

何故だ？朝廷は会う必要に迫られていたのか？

この100騎にも満たない噴けば飛ぶような何処かさえも知らない田舎の輩に・・・　
常識的に考えても大将軍でも無理か副将軍以下の責任者から謝辞と褒美を貰う程度かと思われる

のですね。ただ前述の「紀氏」として考えると副将軍は紛れもなく「紀氏」なんですよね・・・

これこそ？
そこから始まった「紀氏」と八屋祇園の関係です。

あくまでも個人的にロマンを追いかけての調べと話です。

学術的な証拠も論拠も少ない物を寄せ集めでしかありません。批判は甘んじて受けます。

しかし歴史とは書いた者が勝ちです。歴史が正しいか？いえいえ・・・捏造だって多いです。
証拠？文献だって証拠にはなりませんからね！笑
平成22年1月吉日現在
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